
ポリネシア産黒真珠

マリサ ガーベル及びドナメアリー ダーラム共著

歴史的に、天然黒真珠は宝石材の中でも

特に貴重でエキゾチックなものであった。

しかし 1960年代に黒真珠養殖産業が

生まれ、今日では養殖黒真珠が国際的な

ジュエリー社会において目覚ましい役割を

果たしている。本論文は、ポリネシア産

黒真珠の歴史、養殖の発達とその技術、

グレーテ'ィング、処理と鐙iJlJ、及びそれが

1980年代に人気を高めた原因、を概観

する。
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1980年代は、南太平洋の5つの群島から成るフラン

ス領ポリネシアで採れる養殖黒真珠の人気が爆発した

時期であった。黒真珠は、 25年前には一握りの人々が

好奇心の対象として受け入れるにすぎないものであった

が、今日では、養殖黒真珠は大抵タヒチ産真珠または

タヒチ産養殖黒真珠と呼ばれ、世界中の高級宝飾屈で

見ることができる。

黒真珠を生み出すピンクヲーダマルガリティフェ

之(クロチョウガイ)という、大きくてくちびるが黒い

オイスターは、フランス領ポリネシアばかりでなく、

ベルー、パハ カリフ寸ルニア、パナマ、インドネシア、

ミクロネシア、紅海、フィリピン、沖縄(日本領)、の

沿岸海域でも見られる。それでも、天然の県真珠は、白

い真珠と比べて極めて稀少である。しかし、 1960年

代、日本の技術者の協力を得て、フランス領ポリネシア

の真珠養殖業者は、黒真珠の養殖を修得した。ポリネシ

ア産の養殖真珠は、天然県真珠と同様、大きく、珍しい

グレーからブラックの色の範囲ばかりでなく優れた光沢

とオリエントでも知られている(図1)。今日までのと

ころ、黒真珠養殖のほとんどが、ポリネシアで行なわれ

ている。

黒真珠が以前よりはるかに簡単に入手できるように

なったので、ジュエリー業界に大きい市場が生まれた。

このことは、小売底にも競売にも黒真珠が定期的に現わ

れることで明らかである。しかし、真珠に染色や照射が

施されているのではないか、という心配のような、

問題も起きている (;L(~9双及び;Jitン人 1987) 。このエキゾ

チックな素材をよりよく理解するために、本論文では、

黒真珠の歴史、生物学的特徴、及び養殖について概観

する。さらにグレーテ'ィングの特徴となる要素について

述べ、ポリネシア産黒真珠を模倣するために他の貝から

の真珠に施されている処理の検出法についても述べる.

この処理は、最近ではポリネシア産養殖真珠でも一部

行なわれている。
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回2.との地図は、簡米とオーストラリアの中間にあ'>フランス錨ポリネシアの桜島のー却を示す。ラシグドン (1975)から伝銭。

足量全t!!::7三ラユノコミ令頁

オマリ-*三ノヲF

オーストラリアと北アメリカの中間、およそ南緯 17・

西経 151・に、 130の島が集まったフランス領ボリ

ネシアがある(図2) • 1，550平方マイル(9，600km')

に広がるこの広大な土地は、ソシエテ諸島、リーワード

諸島、トゥアモトゥ群島、ガンピア諸島、オーストラル

図3 黒)1(，朱¥;t，トワアモトヮ群阜のS マルティー島{とあるような過で餐

殖されているのが奥型的である。
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諸島、という 5つの群島に分けられる。黒真珠は主と

してトゥアモトゥ群島(図3)とガンピア諸島の潟で

養殖されている。その水域が、 P."7ルガリーティフエ

乏にとって完壁な環境であることが分かったのである

(如モン及びトド坊主、 1986)• 

E宝r:;; 5e白勺宅事「去畏

P."7リガリーティフェラの貝殻は、ヨーロッパの探検

家たちがやって来るはるか前から、ポリネシア原住民の

宝物であった。タヒチの伝説では、黒真珠は神から発散

するとされていた。重要な神であるオロは、虹を渡って

地上に降り、この虹が真珠とその貝殻のイリテ'ッセンス

の源と考えられた{明日む及び Iトド効、 1986)• 

1 513年 9月、スペインの探検家パスコヌー

ニェイスデパルボア (1475~1519)が、現在フラン

ス領ポリネシアとなった所へ最初にたどり着き、一群の

島々をスペイン領であると宣言した。その後、ヨーロッ

パの船乗りたちは、その航海日誌や日記に、南洋諸島の

暖かく浅い水域には巨大な買がいかに多いか、それがい

かに簡単に採集できるかを、詳しぐ述べた{リンティリャ久

1987)。残念ながら、ポリネシアの原住民やヨーロッパ
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からの初期の来訪者たちが、真珠をいかに使用したかは、

ほとんど分かっていない。貝殻のジュエリーに関する最

も古い記録は、 1772年のもので、オランダの航海者

ロゲフィンが、人々は耳に銀の円盤を付け、マザー・オ

ブ・パールのベンダント{図4)を下げている、と記し

た。クンツ及びスチーブンソシ (1908)は、タヒチの君主

であったポマレ女王が、 1800年代初期に黒真珠をお

はじきにして遊んだ様子を語っている。

1842年、ポリネシアはフランスの保護領となり、

他のヨーロッパ諸国との300年以上にわたる争いに終

止符が打たれた。 19世紀には、フランスやイギリス、

オランダその他の国々からの航海者が潜水夫を相手に、

小麦粉、布地、釘、アルコール等を、マザー・オブ・

パールの貝殻と取引し、ジュエリーや家具の象がん、

ボタンに使った。さらに彼らは真珠を持ち帰り、その

一部は間違いなく高級宝飾品に組み込まれた。今日まで

に、歴史的に重要な天然黒真珠が少しは知られているが、

図4.P-マリガリティフェラの貝絞は、何世記巴わわたってポリネシア

原生畏の宝物であった.この粗野なネνクレスは、初期巴周いられていた

ネνクレスの1例であ否。写真由アレンデュラン。ミュ-:Jアムオ

ブタヒチアンドイνツアイランズ提供。
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図5 鉄道王ジェイ グールドを義主に純つフローレンス J グールドの

財重であったとのブローチ1.，天然黒真蕊をセνトしであり、現在掴られて

いる紋少ない鴎代物の1つである.英滋の箆図は13""19mmで、オル

ド マイシ・カνト ダイアモンドと 絡にセν卜されている."のピス

は、 1984年4月{こ銚売で82.500ドルで売られた。

その産地がすべて確定されているわけではない。たとえ

ば、 1989年5月に、クリスティーズのジュネープ.に

おける競売で、 (104，310ドルで)グラデーションのある

天然の黒、シルバーそしてグレーの真珠35個でできた

第一級のフリンジ ネックレスが売却された。これは

1850年代にロシアに駐在したスペイン大使オスマ公

が所有していたものであった。

トワイニング (1960)が、かつてはロシアのクラウ

ン ジュエルで、その後ユーソーポフ家の所有となった

有名なネックレスの一部、 「アズラ」黒真珠について

説明している。ユーソーポフ家が所有していたことの

あるダイアモンド ネックレスにあったもう一つの

黒真珠は、 1980年にクリスティーズで 13万ドルで

売られた。 1984年にクリスティーズが行なった

フローレンス J.グールドの財産からのジュエルの
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競売は、劇的なダイアモンドとプラチナ、ホワイト

ゴールドのブローチに天然のグレーの真珠をセットした

時代物ジュエリー{図5)が重要な役割を果たした。

1840年代は、くちびるの黒いオイスターが大量

に採取された時期である。報告によると、 1850年

までには、オイスターが少なくなって、採取するには

非常に深〈潜らねばならないのでは、という心配が生じ

た{リンカワャ夕、 1987)。乱獲が進むと、フランス政府が介入

して、漁期を決めた。

1885年までに、フランス政府は抜本的な対策を

とらないと南洋諸島の真珠産業は存続できない、と気付

いた。そこで政府は生物学者を雇って旦ムヱ立互立ニ

ティフェラを殖やす方法を調べさせた。生物学者の

l人、ブーション プランデイリーは、オイスターの

生息する特定の潟で漁を厳重に禁止するよう示唆した.

稚買を集めて保護区域に放すという、さらに重要な提案

も行なった。その結果、買が集中し、繁殖には理想的な

環境になったので、今日でも、稚貝の養殖は貝の個体群

を維持する第1の方法である.

ブーション プランデイリーが稚員の養殖を提案し

た時には、経済的に重要なのはマザー・オブ・パールの

需要であり、見つかる真珠は副産物に過ぎなかった。

1960年代にP.マリガリーティフェラの養殖が成功

するまで、黒真珠は魅力的な変わり物でしかなかった。

60年代初期にフランスの獣医ジヤンマリー ドマー

ルが養殖の研究を始め、 1962年に日本の専門家を

図6 己のパロνク養殖鳳真珠〈最大のものは16)(8mm)は、マヱヒ

アトルのローぜシタール餐殖細で念胡に収輔された物である..S/ョンラテ

ンドルセ国供.ロパ ト ウエルダシ織11.
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ポリネシアに派遣した。この専門家は5，000個のオイ

スターに挿核し、 1965年までには1，000個の宝石

品質養殖黒真珠が得られた(リンティリャ夕、1987)。

フランス領ポリネシアで最初の真珠養殖場は、

ユベール及びジャック ローゼンタールがトゥアモトゥ

群島のマニヒ アトルで 1966年に開始した。彼ら

は、著者(1920)であり質沢な真珠宝飾品で有名なフラ

ンス ジュエリー界の名門の子孫て・ある「真珠主」レオ

ナール ローゼンタールの孫であった。日本人専門家レ

ンジワダと現場監督ココ シャゼの努力で、養殖場は

1968年までには完全操業に入った(図6)。ととは

現在でも、レオナールのひ孫シリル ローゼンタールの

経営で続いている。次の 20年の聞に、専門技術が

発達してジュエリー業界向けの大きくて上質の黒真珠

(図 7)が生み出されるようになったので、養殖は

独立した輸出産業となった。

~イコえターーじっキ誇ま宣と

主量E安来0.::>;¥"，a fflt 

真珠を生み出すことができる(軟体動物類の)70種類

以上の員のうち、大半はζと之之ニ2.'科に属している。

ピンクターダ マキマl土、くちびるがホワイトまたは

ゴールドのオイスターで、貝殻とゴールドやホワイト

色の大きな真珠で高く評価されている。南洋、ピルマ、

ニューギニア、フィリピン、オーストラリア、インドネ

シアに生息する。ピンクターダ フカタ マルテンシは

一般にアコヤと呼ばれ、貝殻は薄くて商業的に重要で

ないが、現在の世界市場に登富にある小さくて(普通は

9mm未満)ホワイトの真珠に価値がある.この貝は中国

と日本で見られる.ピンクターダマルガリーティフェ

Zは、くちびるがブラックのオイスターで、マザー・オ

ブ・パールの員殺も、大きくてグレーからブラックの

真珠も賞賛されている.真珠を生み出すP.マルガリ-

7-f'7三三は、フランス領ポリネシアばかりでなく、ベ

ル一、パハ カリフォルニア、パナマ、インドネシア、

ミクロネシア、紅海、フィリピン、沖縄でも見られる.

ζと之之ニzのような2枚買である貝には、靭帯で

結ぼれた2枚の対称形の貝殻がある。 P.マルガリ一

三-f'7:r.'3の寿命は長くて 30年である。貝 1個の

重量は、最高 11ポンド(約5kg)で、直径は12インチ

(約30cm)に達する。強力な閉殻筋が2枚の貝殻を

閉じ、内面に凹みを残す。くちびるがブラックの貝殻の
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図7 現在、フランス摘ポリネシアの

真珠積殖罪者{玄、非常に優れた穂殖真

珠を生産してし、る。この天措色の餐殖

真珠のネνクレスには、 12.5ti、6

15mmの上置はラウンドのA滋が

29個含まれている。研座された乙

工j，1J斗7-17玉三の貝絞2枚が、

一帽にセν卜されている。ネνクレス

の提供1まアセールインタナショナ

ル. 写 真 @ ハ ロ ル ド & エ リ

カバンペルト。

最も明白な特徴は、内fHgの縁がグリーニッシュ ブラッ

?であることで、この貝から採れる上質の真珠は多くが

とれを受け継いでいる.真珠を生み出すのに最も重要な

2つの器官は、外套膜と生殖腺(図8)である。外套膜

は貝殻を形成するばかりでなく、外套膜の各部分が

異なったネイカ一層を分泌するのである。生殖腺は卵子

や精子を入れる袋である。養殖の過程で、ビーズの核と

1片の外套膜組識を生殖腺に挿入し、養殖真珠を作る。

あらゆる真珠の基本的成分であるネイカーは、

約 90%のアラゴナイト(斜方晶系の炭酸カルシウム

結晶)と 5%のコンキオリン(アラゴナイト結晶を結び

付ける有機蛋白質)、その他の有機物質でできている。

Polynesian Black Pearls 

この有機物質のうち、 P."7ルガリーティフェラで最も

多い微量元素はマグネシウム、ストロンチウム、ナトリ

ウムである(和田、 1981、p.154)。ネイカーは、厚さ

約 1ミクロンの同心円の層になって分出港される。養殖真

珠は、屈折率が1. 53~ 1. 69、比重の範囲が2.72~

2.78で、硬度は平均3.5である.

委書1: 91直

今でも時折り天然黒真珠が見られるものの、現在市場に

ある黒真珠のほぼすべては、養殖されたものである。天

然黒真珠は大抵、養M黒真珠に比べて光沢がやや劣り、

大きめである。
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図8 マルタエ潟で威長したこのP.マルガリティフヱラの生殖腺か6、

14mmの鎗殖真型車が現われた.JIt，来を取り巻〈外套腰、及U貝殺の内側

の揖の特徴的な黒い色{と注意.写真由フレνドワード/ブラνクス

ター.

図9.碓貝の養殖地域のある場所で、謂水夫が若い貝の暗長を調ぺてし、る。

シリルローぜシタールj・tl.

養殖は基本的に2段階に別れる.第1段階は、旦ι

マJレガリーティフェラという貝の養殖で、第2段階は、

この貝の中での真珠の成長である。技術は、ミキモトが

日本の真珠養殖産業を開発したときのものと、基本的に

同じである(白井、1970).ミキモトは、 1920年に

パラオに実験場を設立したときに、 P.マリガリーティ

之と乏を使った養殖実験も行なっていた(カザ、 1949;
立γ子、1979)。

養殖に使用される貝は、現在でもこの諸島周辺の

水域にある限られた産地から採取される.個人の潜水夫

(現在でもタヒチ政府によって環礁の特定の区域に

制限されている)が採集したものもあるが、大半lま

稚貝養殖によって生産されたものである.ブーション

プランデイリーの元の計画を現代に応用して、若い

オイスターを養殖場に入れ、真珠養殖に使用できるほど

成長するまで (Z-3歳以上になるまで)、鋼鉄製かナイ

ロン製のワイヤで金属の網から下げておく(図9)。

貝を水槽に入れて成長させる実験を行なっている養殖場

もあり、良好な結果が見込まれている。

真珠の養殖では、淡水イ買の貝殻でできたビーズ

を、}jljのくちびるがブラックの生きた員から符た

外套膜組織の移植片と一緒に、オイスターの生殖腺に

挿入する。核は通常、ミシシッピ川(アメリカ)の貝の

母貝から作る。以前はヒ・ッグトゥ イ貝しか使わなかっ

たが、現在ではミシシッヒ:"J11の中央と南の支涜で見られ

る3種類も良質の核となる.外套膜組織の移植片は、

ネイカーの分泌を刺激する意味でも、採取される真珠の

色その他の特徴を決めるうえでも、養殖過程の基本的な

要素である。ビーズと組織を挿入する作業は全体で 1-

2分かかり、通常は日本人、オーストラリア人、または

ポリネシア人の技術者が行なう。技術者は、使用する

貝に適した核のサイズ(一般にはビーズの直径が 5-

9mm)を選び、生殖腺に小さい切り込みを入れ、こ ζに

核と外套膜組織の移植片を入れる(図 10)。使用する

貝が健康で、可能な限り最大のビーズを選ぴ、作業の

途中で様々な要素が損傷を受けないことを確実にする

には、技術者の経験が非常に大切である.

この手順が完了すると、貝は、貝殻に開けた穴で

ナイロンのロープに取り付けられる。養殖場によって

は、貝を個々に網の袋に入れ、貝が吐き出したビーズを

すべてこの袋て・受けている。次に渇水夫が、繋がった貝

を水中の台に取り付ける(図11)。この作業は一般に
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6月から 9月にかけて行なわれる。これはこの地域では

冬にあたり、水温が比較的低〈、激しい嵐の危険が

少ない。

員がビーズを拒絶する場合は、通常、挿核から

2か月のうちに拒絶する。設備の整った養殖場では、

貝をX線で見て、核が拒絶されたか、適切な位置に

納まっているか調べていたことが知られているが、

この方法は現在では以前ほど多〈用いられなくなった

(R.7;1、私信、 1989)。ビーズを拒絶した貝は、 2か月

ほど休養した後、再び手術することができる。このよう

な買を、マベや張り合せた養殖ブリスターパールを

作るのに使う養殖場もある。

この作業が成功したか知るには、約2年待たねば

ならない. 2年経ったら、員を幾っか海面に引き上げ

て、真珠が形成されてい.Qか調べる.形成されていれ

ば、ネイカーの厚さを調べる。ネイカーは 1日に3層

から 4層蓄積するので、 P.Y'リ式f')ーティフェラで

養殖された真珠は、 2年で 2~2.5 mmの厚さのネイ

カーを発達させる。これに対して、アコヤ貝の真珠は、

同じ時聞に 1mmしか発達しない。

成長期間には、員を定期的に観察しなければなら

ない。年に数回海面に引き上げ、貝殻に付着した

生物をきれいにする.捕食者、寄生生物、ハリケーン、

汚染、海賊は常に脅威である。 1983年と 1985年

にはハリケーンで、トゥアモトゥ群島の養殖場では、

貝、設備、そしてフランス領ポリネシアの建物に

深刻な被害が出たりーへy、1983;C.トゼンターJ)，私信、

1989)。

現在、トゥアモトゥ群島とカ'ンピア諸島という 2つ
の諸島の潟は、フランス領ポリネシアの重要な産業の

副産物となったマザー・オブ・パールの貝殻と真珠の

養殖に専ら使われている。他にも適切な潟を探す作業が

行なわれている. 

.1[又 零襲

すべての兆候が良好であれば、 2年でオイス9ーを

収穫する。養殖場の多くは、現在では l年に2回以上

収穫している.収穫時には、貝を、最初に挿核した

施設または試験場に運び、ここで技術者が貝を開いて

中身を検査する(図12)。

Polynesian Black Pearls 

図10 養殖過程の基礎段階la.生猫腺へのビーズ鵠の何人である.

写真由フレνドワード/ブラνクスタ.

図11 オイスターはひとたU移循を畳けると、績に取り付けられ、水中の

台に量ばれる。シリル ローゼンタール掴E
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作業が成功して真珠が見つかったら、慎重に取り

出す@収穫した真珠を洗浄し、乾燥す。収穫した真珠を

図13 ポリネシア産養殖真珠には、得々な色がある. 写真由フレv

ド・ワ ド/ブラνクスター。

図12 血草されたばかりのこのオイ

スターの生猫腺の中位、真珠があるの

が見える.マリサ ゴーペル措置~"

洗浄レ、乾燥させ、選別とグレーディングの準備の

ため、塩の中で擦って軽く研磨する。休養期間の後に

貝の一部に再び挿核する養殖場も少ないながらある

(V. f"j;tf}U7、私信、 1989)。平均すると、買の55%が

最初の挿核を受け入れる。売れる真珠が30%あれ

ば、その収穫は非常に良好とされる (C.D-1!ンター晶、私信
1989)。

買がビーズの核を拒絶した場合、技術者は、挿入

した外套膜組織から「ケシJ(外套膜組織が挿核された

真珠)が形成されていないか、調べる.いずれにして

も、貝がビーズを拒絶しても、それが健康だと判断され

たら、再度移績を行なってみる。この場合も、この段階

で2回目の移植という危険を冒すよりマベを作る、と

いう養殖場がある.2回目の挿核後は貝の死亡率が高い

からである.

~r V ーーラ戸ィこ/ 7・・

ポリネシア産黒真珠をグレーテ'ィングするのに、業界で

は一般に、色、光沢、形状、サイズ、及び表面特徴、と

いう 5つの要素が用いられている.

【色及びオリエント】 黒真珠で、最も重要な

要素の一つである「色」は、 2つの要素から成る。

地色(真珠の示す基本的な色)とオーバートーン(地色

の頂に載せたように見える色相)である。地色は6つの

グループに分けられる。シルバー、シルバー ブルー、

ゴールド、ブラウン・ブラック、グリーン・ブラック、
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そしてブラックである(図 13) .オーバートーンは

通常、真珠を回転させると最もよく見える色が混合した

ものである.ネイカ一層を通過する光によって生み出さ

れるオーバートーンは、ピンク、ラベンダー、ブルー、

「ピーコック」ブル←、ゴールド、グリーン、または

オーハージーン (aubergine) (フランス語で茄子)と

呼ばれるレディッシュ パープルがある。上質のポリネ

シア産黒真珠で最も特徴的な色は、グリーニッシュ

ブラック(rピーコック」と呼ばれることもある)で、

オーバージーンのオーパートーンがあることがあ答。

南洋産の真珠を生み出す貝はシルバー、シルバー・

ブルー、及びゴールドの真珠を作ることもあるので、

とのような色のほうが市場では豊富にあり、従って様々

な組み合わせのブラック色の真珠より価格が低い。

数多〈のネイカ一層を白色光が通過することで、真

珠の表面に漂って見える虹のような遊色効果も生まれる。

これはオリエントと呼ばれ、黒真珠では明瞭に見えると

は限らないが、比較的上質のグレイドではよく見える。

【光沢】 光沢とは、真珠の表面で反射する

光の質である。現在のGIAの真珠コースで教えている

ように、光沢は反射光が鮮やかで鮮明な場合に高〈、

反射光が弱くてぼやけている場合に低い、とされる。

黒真珠では光の多くが表面で反射するので、大抵は素晴

らしい光沢が生まれる。業界では、この輝きを、フラン

ス語の「輝き」という言葉からエクラ (eclat)と呼ぷ。

【形状】 形状は3種類に大別できる。ラウン

ドつまり球形と対称形、そしてパロックである。最も

高〈評価されるのは、平らな面に置くとどの方向にも

転がる完全にラウンドの真珠である lリンティリ妙、 p.70)。

対称形の真珠には、ベア形、卵形、ボタン形があり、

均一に長くなっているものもある。バロック真珠の

範鴫には、不規則な形状すべてが含まれ、多くの真珠

ファンにとっては最も興味深い.

南洋産にパロック真珠(図14参照)が多いのは確か

である。アメリカで真珠を成長させているジョン ラテ

ンドレセの考えでは、バロックの数が不釣合いに多いの

は、ポリネシア・の真珠養殖業者に供給されるビーズの

品質のせいである。彼が黒真珠の核を検査したところ、

多くは寄生虫が群がっており、そのためにビーズ表面の

有機物質が随分変化している(図15)。これを取引で

はZ之之ると呼ぶ. rワックスがある所にはネイカーが

Polynesian Black Pearls 
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図14.餐殖黒真疎{ま、またJlt世の様々で見つかる.jItl素の担供{まオーシャ

ンジェム7:.ロパトウエルダシ111).

付着せず、それでバロック真珠になる」と、ラテンドレ

セは説明している (7:r."1-1".I、1985)。黒真珠養殖業者l土、
品質を高め、供給を安定させようとして、従来の日本の

供給源以外でビーズを見つけたのである (C.O-l!;iト)~、

私信、 1989)。

[サイズ】 サイズは、真珠の特徴の中でも最

も判別しやすいものである。まず9~13醐の穴があり

ダイアモンド用ふるいによく似た真珠用ふ畠いで、真珠

を一山ずつに分ける。ポリネシア産養殖黒真珠は通常、

平均して 9mmから 12mmの問である。典型的な核の

図 15ーとの3団のピーズは、横殖過程で核としてアメリカの出水産奥を

使って作られた。不完全な袋面l;t， .礁の鍍終的な形世巴野署する己とが

ある。ずじ{まリングを、フィνシュ・アイ効果を、有機物質の疏容はパロν

ク鮮の真珠を生み出すことがある。ピーズ担供は"ョンラテンドレセ。

ロパート ワエルタン111)。
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図16.中央の莫球は20.8mmあり、ラウンドの養殖黒実路としては、回

られているなかで最大のものである。比般のために、左の真珠は12mm、

右の真鎌は14mmである。真球の檀供はロパート ウエルダン。マリサ

ゴーペル11.多。

直径は、 5-9mmなので、真珠の最終的なサイス1立、
貝が分泌するネイカーの量によって決まる.その後

真珠は、販売する前にミリメートルゲージでさらに

精密に計測される{リンティリャ夕、 p.70)。記録上、最大の

図 17.このカラフルなストランドは、地色がデリーニνシュブルーで

オーパートーンが:t-f，-:;:i-ンのポリネシア産幾殖真嫁を41個、舗に

繋いでωる.中粂の2個のラウンドのlU索は、 12.4mm及(}11.9mmあ

る.A!家の提供はオーシャンヲェムズ。写実由チノハミνド。

ラウンドの養殖黒真珠は、 20.8mm(図16)である。

【表面】 どの真珠でもそうであるが、ピット、

隆起、うね、クラッ夕、スポ汐ト等の表面のインパー

フェクショシは、ポリネシア産黒真珠のグレイドを下げ

る。リング(輪)は実際には真珠を取り巻く平行の溝で、

珍しいが、魅力的な表面特徴となることが多い(図 17)。

ラテシドレセ(私信、1989)によると、リングは大抵、真

珠が2枚の貝殻の蝶番付近に挿核されたために生じる。

養殖黒真珠の場合は、核となるビーズの表面上にある線

がリシグを生じさせることがある(再び図 15参照)。

【真珠グレーディング システム】 取引で黒

真珠をグレーディングするのに用いるシステムは通常、

形状と表面特徴を示す一連の文字から成る。リンティ

リャク(1987)がこのようなシステムを1つ説明している。

虚;fK
R=ラウンド

D=ドロップまたはベア

Brq=ノtロック

Bu七=ボタン

Circ=サークル(リング)がある

室亜丞笠裳翠(図18)
A=肌l主フローレスでブリリアンスが高く、ヒ・ット

または事lレ跡(ピンプリック)が1か所ある

真珠

B=ブリリアンスは劣り、表面ブレミッシュが2-

3ある真珠

C=幾分鈍いか、表面ブレミッシュが4か所以上あ

る真珠

D=完全に鈍いか、比較的深いフローで損なわれた

真珠

アサエル インヲーナショナルで用いている同様のシス

テムについて、フェヂーマンが略述している(1987)。

をso::> 庄支匡ヨ

上述したように、真珠の色l主、地色とオーバートーンが

混合したものである。地色は、貝(特に外套膜組織)の

生物学的特徴、マザー・オブ・パールの貝殻の組成、周

囲の水にある微量元素等の要素が組み合されて決まる。

日本の研究者は、 50年以上におたり、真珠の地色につ
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いて包括的な研究を行なっている (7抑灼、 1979)。彼ら

は、色の付いたオイスク一真珠の色の主原因として、

貝の貝殻にポルフィリン(水溶性で、窒素を含み、

16の要素から成る輪状の有機複合体)が存在すると

言っている。ポルフィリンl立、貝の中で鉛や亜鉛等の

金属と結合して金属ポルフィリンを形成する。これらの

同じポルフィリンは、養殖黒真珠で天然の色を鑑別

するのに役立つレッドの蛍光を発する。ミヨシその他

(1987)は、ネイカー中にあるポルフィリンが発生し

診断に使えるスベクトルの図を示している。

大抵の黒真珠では、ポルフィリンを含む半透明の

ネイカーとビーズの核との聞にブラウニッシュの有機

物質があっても色の原因となるいおその他、 1987;

P.ガレノン、私信、 1989)。この物質はコンキオリンと

考えられているが、現在までの研究では断定できな

b、。

フリッツ及びロスマン(1988)は、黒真珠に見られる

「高位」の干渉色すなわちオー八一トーンとオリエント

の原因を、 「交互になっている(ネイカー中の)アラゴ

ナイトとコンキオリンの層によって通過し反射する光」

と、説明している。ネイカーの層が細かいほど、真珠の

オリエントは多くなる (R.7"/、私信、1989)• 

をsCD 矢島王星

C.デニス ジョージは， 1971年の論文で、メキシ

コ シティ、ニ品ーヨーク、パリを訪れた際、天然色の

黒真珠を 1個も探し出すことができなかったと嘆いた。

決まったように天然色として処理黒真珠を提供され、

この「惨めで不正な」状況を作り出した「良心のない

供給業者」を激しく非難した。

実際、 1900年から(養殖黒真珠が初めて大量に

現われるようになった) 1 978年まで、市場には

天然色の黒真珠より処理された黒真珠のほうがはる

かに多かった. 1 9世紀にP.マリガリーティフェラを

乱獲した結果、 1900年には天然色の黒真珠が

不足するようになっていた.この不足を満たすため、

硝酸銀溶液を使って日本によくある小さめのアコヤ

真珠を染色するようになった(図 19)。今日でも、

硝酸銀その他の銀塩は、ホワイトや色の悪いアコヤ

真珠をブラックに変える処理で最も多く使われているで

あろう(小松及び赤松、1978;77リオー、1985)• 
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図18 己の遭りすぐった6個の真珠lま、ラウシドのポリネシア産養殖黒真
珠に見られる表面と光沢の品質の置図を示している。左上隅から右及U下{己
向かつて、クレイドはリンティリャク (1987)の説明したシステムの
AからDであるoAJ:棄の担自民はサウス シー パールズ社。ロパート ウエ
ルダン郷彫.

真珠処理業者は宝石産業でも特に秘密を厳守してい

るが、我々は、基本的な方法が、硝酸銀と希釈アンモニ

アの薄い溶液に真珠を浸i貰し、次に光か硫化水素ガスに

当てる、ということを知っている。これによってコンキ

オリン内に色の変化が起こり、反射光の中で真珠が

ブラックに見えるようになる.その結果生じた色は、

光と熱に対して安定している{ナット、1984)。ブラウン・

ブラック、グリーン・ブラック、ブラックの色相は天然

色む似ているので、これを目で観察しただけで判別する

のは、事笑上不可能である(労リオヘ1985)。

歴史的に、処理はアコヤ養殖真珠で行なわれてきた

が、明るい色のP マキマやP.マルガリーティフェラ

の養殖真珠でも強化しようとしたのは、避けられない
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ことであった。フライヤーその他は 1987年に、硝酸

銀で染色した痕跡がある 11~14mmの養殖黒真珠の

ストラシドを見たと報告した.より近年では、 1989
年9月に、ニューヨークのGIAジェム トレード ラ

ボラトリーが、染色したような跡がある 12mmの

養殖黒真珠を2個検査した。ラボラトリーのスタッフは

その後、南洋真珠には処理して色を暗くするものがあっ

たとの証言を業界から得た(D.ハザット、私信、 1989)。

普通の色の養殖真珠の色を暗くするためにL之主

:l''7 Jv?"と之(アコヤ)に施される比較的最近の方法と

して、照射、とくにコパルト ガンマ源を使った照射が

ある.松田及び三好 (1988)によると、ガンマ線を

照射すると、色の惑い養殖アコヤ真珠を、魅力的な

ブルーイッシュ グレーに変えることができる.彼らの

報告によると、アコヤ真珠の照射は、 1950年代に

「平和利用原子力プログラム」で開始され、その結果、
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図19.デピνド ウエブの署名があ

る己の上質なネν"レスの累真珠は、

草界で一般に見られる処理.1棄の典型

である。面白い己と巴、イアリンクと

指繍のパロνク真珠も品種されて旧

る。チノハミνド掴fi.担供クリ

スティ ズ.ニューヨーク。

照射された養殖真珠が 1960年代に初めて市場に

現われた。

1960年に申請し、 1963年に認可された放射線

照射真珠に関するケン ヲンチョウ氏の特許はその

使用法に光明ともたらすものであった。同氏が特許権を

得た方法とは、室温で約20分間、線i原から 10mの

位置で 1，000キューリーの密度ガンマ線を持つコバル

ト60に真珠を晒すことである.チョウ氏は、長時潤照

射でも色にはっきりと認められるような変化がないこと

を発見した。さらに同氏の報告によれば、照射真珠は

光や熱に対しても安定しているということであった.

科学者はしばしば、照射すると、淡水の貝殻や

真珠の色lま海水のオイスヲーより変えやすい、と言い、

その原因を、淡水の買のほうに多くあるマンガン化合物

の変化(MnC03→MnO)にあるとする(和田、 1981)。
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アコヤ員に照射すると、淡水のビーズの核が附くなって

地色に影響を及ぼすので、色が暗くなる。旦ι "7Jld! 

Zニ:r..f"7:r.7では、ネイカーがはるかに厚いので、

核の色の変化が見えない(R.クラウニガト肝及び D.J¥'ザヲト、

私信、 1989)。カリフョrルニア工科大学のジョージ ロス

マン博士は最近、ポリネシア産黒真珠3個を使って

実験を行なった.チョウの特許で概略された方法の後に

照射したが、真珠を24時間よりわずかに長く原子炉内

に放置しておいたのである。調鼓したサンプルと比較

して、これらの真珠には大きな変化は認められなかった

が、同時に照射した淡水真珠では色の変化が認められた

(私信、 1989).

【現代の真珠鑑別】 1920年、ローゼン

タールは比較的単純な染色真珠鑑別方法を提唱した。

r (天然)黒真珠を削り取ると、粉は白いが、人工的な

色の真珠の場合、粉は黒くなる.J この方法は、一部

の染色真珠には正確な方法であるが、破壊的でもある.

同様に、 1970年代にヴィッカーズ硬度計を使って

成功した実験(ヨザ及び ih1'J、1978)も、破壊的なので

日常の試験には決して適用されなかった。今日、処理の

鑑別には精巧な装置と経験が必要とされるので、明確に

真珠を試験するには、設備の整った宝石学または真珠

検査のラボラトリーが必要である。現在では欧米の

宝石学のラボラトリーにいるジェモロジストの大半l土、

通常長波紫外線蛍光、 X線滋光、 X線写真、目で見た

観察、及び顕微鏡試験で、処理した真珠と天然色の

真珠とを判別している.これらの試験では大抵、他の

方法と組み合わせて、まず真珠が天然か養殖かを決める

(図20).しかし、以下で行なう検討で我々の主な

関心事は、天然色の黒真珠と処理した黒真珠との区別に

おける実用性である.

これを区別するのに、紫外線蛍光で診断できる.

例えば、天然色の黒真珠の蛍光は、長波紫外線を当てる

と、一般に鮮やかなレッド(バハ カリフ才ルニア

産真珠)から、鈍いレテ'ィッシュ ブラウン(ヲヒチ産

真珠)となるが、染色した真珠は通常、不活性か、また

は鈍いグリーンとなる{ベンル、1960;クラウニ';!~，シ寸W. 1970; 

フライトその他、1987 ; R.クラウニガト'/W、私信、 1989) • 

X線蛍光スベクトル分析では、サンプルにX線を

当て、発散された波長を分光器で計測する(小松及び

赤松、 1978)。様々な銀塩処理で使用された銀が検出

される。波長が分散しているX線蛍光装置でX線を

Polyn田 ianBlack Pearls 

当てると、サンプルの真珠はブラウン・ブラックになる

ことが分かっているので、この試験は、熱線した技術者

によって慎重に行なわれねばならない。従って、大抵の

宝石試験ラボラトリーでは、{リディコート、1987、が説明して

いるように)エネルギ一分散XRF装置を使用して

いる。

X線写真は、天然真珠と養殖真珠とを区別するため

に1920年代に開発された技術で、標準的な宝石学の

教科書で詳しく検討されている(例えば、?:r.7'Ja-、1983; 

リディコート、 1987、参照)。この方法は、ネイカ一、コンキ

図20，JI!磁の稲盛と組成を調べるため巴真磁を試E食する者が周いる方法C

は、天然実縁と処理した色の英霊棄を区別するのにも使われるものがある.本

国では、よから順位、×線量光〈鎮で処理した色と天黙の色rtけではなく、

海水莫橡と班水産莫塁走も区別する〉、キャンドリシデ〈ネイカーの厚さを

調ぺる〉、ラウエクラム〈餐殖JI!塁走の中に核があるか置~Jすi>)、 X線写真

〈ー磁の莫礁で、核の存在と銀処理の証拠を示す〉、五U検錫周薄切片〈養

殖莫磁の断片を検査すi>).すべて、前にあi>iti洋産費殖真珠であ;sことを

示す.写真@マイケルフリーマン。

."17守守て苧守宅持-守守、町一コヤア寸-守~一一一一一一 一一一ー _C. 一一一 一一一一一 一一一 一一一 一一ー一， 
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オリン、銀等、物質が異なれば、 X線照射に対する透明

度も異なる、という原則に基づいている (1ラ加、1979)。

養殖真珠は通常、日音いコンキオリンのリングがある核と

ネイカーとのレリーフが高い.銀で処理した真珠では、

銀がコンキオリンの部分に集中レていることが多い.

銀はX線に対して不透明なので、この部分は通常X線

写真で白く現われる.処理した黒真珠の核の周囲にある

部分やホワイトのリングは、逆リングと呼ばれることが

ある(フライトその他、 1986、pp.173及び174)。

真珠の鑑別には、目で見た観察を顕微鏡を使った

観察で補う方法もある。肉眼で見ると、染色した素材は

真珠全体に、時には真珠のストランド全体に珍しいほど

むらなく色が分布していることがある。拡大すると、

染料はドリルホールの周囲に集中し、時には真珠の

内部に血管のように伸びているのが見られる (7ラ作ー

図21 タト套膜担保を術核した rヶシj 真珠は、第殖過程でi鳴られる興味あ

る副産物である。己のネνクレスは、黒"， rヶシJ1<:生じる様々 な形状と

色を示す。ドロνブは、己のネνクレスでピ ズを術核し、世って rヶシ』

とはされない唯一の_，素である。、J.C ボスメ)v!・匹。マイケルフ"ー

ザド提供。

144 Polynesian Black Pearls 

その他、 1984、p.230に図示されている)。

場合によって、硝酸の薄い(例えば 2%)溶液に

浸した綿棒を真珠の目立たない部分に当てて、染料を

検出することもできる.しかし、これも破線的試験で

ある (7ライヤーその他、1984、p.229)。

自で見る検査は、小さめのアコヤ真珠で照射を鑑別

するのにも役立つ。照射は淡水産の真珠と貝殻の色を時

くするが、海水産真珠lま暗くならない。従って、養殖真

珠は専ら淡水産の貝殻の核を使っているので、真線のド

リル ホールから照射した真珠の暗いビーズの核が容易

に見える。ネイカーの色は変わらない(フライトその他、

1986、p.173及び1988、p.244、図11) .しかし、照射で

ビーズの色は変わるが、長波柴外線に対する真珠の

反応は変わらないので、真珠ごとに数回試験するよう、

注意しなければならない(す汚及びミヨシ、1988)。

ドリル ホールのない真珠にも、熟練した真珠科学

者にとっては、その外観で手掛かりが得られることが

ある。強い色と金属質の光沢が、処理の印とされている

(例えば、フライトその他、1985、参照)。

サイズも重要な処理の印となることがある。ブラッ

ク、グレー、グリーン、またはブルー・グリーンが強い

色相の、小さく丸い8mm以下の真珠は、通常処理した

真珠、つまり染色または照射を施した小さめのアコヤ真

珠である。というのは、 P.マルガリーティフェラ中で

成長した真珠で 9mm以下のものは滅多にないからであ

る。しかレこの場合も、パハ カリフ方ルニア等の産地

では、小さいサイズで光沢のある天然色黒真珠を産出

するので、真珠を慎重に試験することが肝要である。

ブラック「ケシ」真珠にも小さいサイズがある。

最近、日本の科学者が真珠の研究方法をリードして

いる。 1978年、小松及び赤松l主人赤外線フィルムで

天然色の黒真珠と染色した黒真珠との区別に成功したと

報告した。赤松(私信、 1989)の報告によると、ミキモト

研究ラボラトリーでは現在、分光測光法が、天然色の黒

真珠と銀で処理した黒真珠との区別に、さらに有効な方

法であることが分かっている。 P.'7ルガリーティフェ

乏の真珠は、 700nmに明確な吸収がある。これは黒

い顔料によるもので、分光測光器で簡単に測定できる。

三好、松田、小松のチームは、レーザーで誘発
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した蛍光を分光蛍光測光器で測定して養殖真珠の親を

特定する方法に焦点を絞っている。彼らは 1987年の

論文で、 P.マルガリーティフェラでは450nmと

620nmの2か所で蛍光のピークが観察された、と

報告している。 Eょ」三主三やP.フカクマルテンシの

貝殻にはポルフィリンが含まれていないので、この

ような買では 620のピークが認められない。これに

よって、 P マルガリーティフェラの真珠と、これらの

2つの亜グループによる真珠とが区別できる。この穏の

研究が、将来、より明確な真珠試験の基礎となるで

あろう。

ま荒 五重

現在、ポリネシアの養殖は、ローゼンタールのような個

人が所有する真珠養殖場、または真珠の協同組合で行な

われている。真珠の年間産出量200個未満の養殖場が

多いが、年間5，OOOj回以上の養殖真珠を産出している

養殖場も 24ある。バックとなる財政的資源のせいで、

養殖場のほうが協同組合より成功している。協同組合は、

環礁ごとに真珠養殖産業ができるように、海洋信用協会

(80 CRE DO)からの融資で水産省が1971年に

設立したものである。 1988年には約40の協同組合

があり、構成員は1，145であった。これらの協同組合

は、生産を向上させようと、 1989年に 157の比較

的小さいファミリー グループに再編成された(M.lI問、
私信、 1989)。

養殖真珠は、個人的な販売、または競売で売られて

いる。養殖場で生産された真珠の大半は、真珠の卸売業

者やジュエリーの大企業に私的に売られている。しかし

毎年、総産出量の約40%は競売で売られている。

競売は通常、年 1回、 10月に聞かれる。これは

EVAAMおよびGIEポーラヴァヌイという、

真珠養殖協同組合を取り締まる 2つの政府機関が調撃

する (M.lエ町、私信、 1989).このような真珠の競売は、

協同組合に、政府の融資を返済するのに役立つ機会を

与える。また、国際的に、人々やジュエリー業界にポリ

ネシア産養殖黒真珠をより知ってもらうのにも重要な

役割を果たしてきた。

競売は、タヒチのパビートで、招待者だけに対して

私的に関かれるイ 1988年の競売には、 107の参加

者(協同組合及び独立した養殖場)が招待された客む
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戸朝市古ヤ~吾容'，''''. ~~!，;-ç一一一 一

雲畏~.

年

1972 
1973 
1974 
1975 
1976 
1977 
1978 
1979 
1980 
1981 
1982 
1983 
1984 
1985 
1986 
1987 
1988 

1972-1988年のフランス掴ポリネシア産鋳殖累真磁の陥出量・

重量 (9) 価格 (US$)

1.563 
800 

3.891 
15.631 
6.111 
6.128 

49.982 
86.092 
28.779 
86.527 
32.310 

139.888 
112.183 
206.463 
104.114 
407.620 
446.827 

3.609 
23.528 

166.337 
100.918 
163目206
218.184 

1.693.496 
2.162.821 
1.03s483 
3.873.993 
807.534 

4.689，822 
2，530.535 

10，201，822 
s606.441 

22.937.512 
22.810.618 

-海洋省 (1989)から翻訳。ドル値{まパシフィνクフランスフラシからi員JJ.

商品を提供した.真珠は様々なサイズと量のロットに

分けられる。ロット中の様々な真珠を調べた後、買い

手は関心のある特定のロットに対して個々に付け値を

出す。 1988年の販売では、約70のロットに付け

値が出され、総売上げは200万ドル(競売が初めて行

なわれた 1981年の総輸出額のほぼ10倍)を越えた。

さらに、養殖の副産物である「ケシ」真珠(図21)も

515Kg販売された{制収、1989)。

1984年には、主な買い手は日本が30%、アメ

リカが30%、スイスが30%、フランスその他が10

%であった。 1988年には、競売で売られる産物の8

4%は日本の買い手に渡り、残りは主にタヒチのジュエ

ラーに売られるような市場になった(カザザZ、1989)。

天然色の養殖黒真珠が商業的に入手できるように

なってから 20年にもならないことを、忘れてはならな

い。この期間に生産量は急増レた(表1)が、需要は現

在でも供給を上回っているようである.特に日本では、

1988年後半に需要が激増し、現在でもt曽加している

{チャン、 1989)。

可F ゅーーさT ラr~ こ/ 三::r

今目黒真珠に非常に人気があるのは、そのまま、アセー

ルインターナショナル及びゴレイ ブッシェル社と

いう 2つの大企業のマーケティング努力のおかげと

いえる。
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図22. 近年、養殖黒..事は世界でも最上級の~ュエラーのザロン区量渇している。この自と黒の費猪.，孝 (g......13mm) 巴ヱメラルドのクラスプのネνクレス

と対のイアリシタ (11mm~ぴ 16mm) l;t， 1985年にハリーウィンストン社が製作したものである.ハリー ウィンストン社提供.写真@ハロルド

&エリカバンぺル卜.

サルパドール アセールは、 「ほとんど単独で天然

色のタヒチ産黒真珠を普及させた」とされているσ:<7-1
Y、1987).彼は1960年代、 S."7ルトゥーアトル

の所有者であるジャン・クロード ブロウレットと共に

働き、実現可能な黒真珠養殖業を開発した。その後、

彼らは 1回の収穫で 22.000個もの養殖真珠を生産

するようになった。この生産量をパックに、アセールは

146 Polynesian Black Pearls 

1970年代初期に伝統的な日本の涜逝システムを

避けて、ジュエリー産業に直接養殖黒真珠を宣伝した。

彼とプロウレット l土、フランス領ポリネシア全体で

旅行者lこ真珠を宣伝したばかりでなく、世界中の雑誌に

記事を書き、広告を載せ、ハリー ウィンストンやヴァ

ン クリーフ&アーベル等の大企業を説得して、養殖黒

真珠をその高級宝飾品の在庫に加えさせた。(図22)。
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図23.このヱメラルドとダイアモシドのクラスブのついた 12""15mmのポリネシア産の黒とタレーの餐裕英滋のネνクレスは、 1988年10月に

64包000ドルで売られた。その当時では、ポリネシア置費殖黒真珠のネνクレスに対して織亮で支払われた鰻高価俗であった。ザザビーズ社担供。

アセールは、重要な日本市場で目覚ましい役割を果たし

ているゴレイ ブッシェル等の流通業者とともに、

現在でも養殖黒真珠のマーケテイングの主勢力である

(A.ザザ、私信、1989)。

黒真珠が人々に知られるようになったもう 1つの重

要な要因は、クリスティーズやサザビーズが聞くジュエ

リー競売である。 1969年に、黒真珠141個ででき

た3速のストランドが168，000ドルで売られた。そ

れ以来、個々の真珠や真珠のネックレスが「立派なジュ

エリー」競売では常連となった。 1988年 10月、

2速のブラックとグレーの養殖真珠がニューヨークの

サザビーズで 649，000ドルで売られた(図23)。

図1の3速のネックレスは、 1989年 10月24日

にサザビーズがニューヨークで行なった競売で、

880，000ドルで売られた。

真珠は、タヒチでは様々なジュエリー庖で販売され

ている。中には真珠養殖業者自身が所有している庖も

Polynesian Black Pearls 

一 一一一μ::.::::'ム今宝Fド供与品

ある。例えば、パビートのタヒチパールセンター&

ミュージアムは、現在養殖黒真珠の最大の生産業者であ

るロパート ワンが所有している。このミュージアムは

真珠のジュエリーを販売するばかりでなく、ビデオ、

写真、展示を通じて教育も行なっている。大抵のホテル

に真珠や真珠のジュエリーが展示されているので、

旅行者は宝石を目のあたりにする。

主主号~O:> ξF .7-、才t.

真珠は生きた生物が作り出すので、香水や石鹸、へア

スプレーに含まれるような酸や化学物質に強い反応を

示す。漂白押lを含む石鹸や食器用洗剤は、真珠の色を落

すことがあるので、このような溶液に手を浸す前には、

黒真珠をセットした指輪を外すことが、特に重要で

ある。乾燥による脱水や割れを防ぐため、業界には、

柔らかい布に天然のi由を少量落とし、これで真珠を拭う

よう勧める人もいる。この方法は、真珠の美しさや光沢

も高める。
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歴史的に、これには白植のi由が好まれた (C.O-j!ンター曲、

私f言、 1989)。

真珠は硬度がそれほど高くない(モースの硬度計で

わずか3.5)ので、ごく簡単に傷が付く。製作する際、

ジュエラーは、真珠がデザイン上他の宝石や金属と擦れ

合う位置や、プロングセッティングのように金属で

応力がかかるような位置には配置しないほうが良い。

真珠は他のジュエリーとは別にして保管し、着用した

後は柔らかい布で拭いておくのが最高の手入れである。

糸吉 言命

ポリネシア産養殖黒真珠は、 r 20世紀の虹の宝石Jと
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